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ている可能性がある（Honda et al., 2009）。またユー
ラシア大陸の南側では，亜熱帯ジェットに沿う中東
























































































































































図-6  都道府県別の雪による死者数 
 





 (1) 概要 
2018 年 2 月 4 日から 7 日かけて福井県嶺北地方は
大雪に見舞われ，福井市では昭和 56 豪雪以来 37 年
ぶりに最深積雪が 140 cm を超えた（図-8）。この大
雪により，福井県坂井市から石川県加賀市に亘る国
道 8 号線では，スタック車両が多発し，大規模な車
両滞留が生じた。その延長は最大で約 20 km であり，
滞留車両台数は最大で約 1500 台に及んだ（写真-1）。
車両滞留による通行止めは 2 月 6 日 11 時から 2 月 9













続いた 2 月 6 日 0 時から 2 時の間に発生した。0 時













(a) 平年値の約 7 倍の降雪量と通勤時間と重な
った集中降雪 
福井市における 2 月上旬の最深積雪の平年値は 32 
cm（気象庁の過去データ）であり，今回の大雪では
その 4 倍以上の降雪があった。2 月 5 日 16 時からの
24 時間降雪量は 67 cm に達し，通勤時間にあたる 2
月 6 日 7 時から 10 時の 4 時間には累計 24 cm もの降
雪があり，最大時間降雪量は 9 cm/h であった。 
(b) 降雪量と予測情報の相違 








よって，車両滞留が常態化した 8 時半と国道 8 号線
の通行止め開始の 11 時までに時間差が生まれた。 
(c) 北陸道通行止めによる交通量増加 
 北陸道（武生 IC から小矢部 IC）は 2 月 5 日 23 時
40 分に通行止めの処置が取られ滞留。結果的に国道
8 号線の交通量は 2 倍近くに増えた。 
(d) 路肩の狭い 2 車線道路と急な縦断勾配道路 







































図—9 に佐渡市両津における 1 月の最高気温と最低
気温の推移を示す（気象庁）。最高気温は 4℃～10℃
で推移していたが，1 月 23 日以降，低下し，1 月 25
日，26 日には氷点下まで下がり，27 日に氷点下から




図—10 に輪島市における 1 月の最高気温と最低気
温の推移を示す。輪島市も佐渡市両津と同様に 1 月




































佐渡市では 1 月 28 日～2 月 3 日までの 7 日間，輪






















図-9  佐渡市両津における1月の最高気温，最低気温 
 
 





































































































































































































-14）で，2018 年 2 月 13 日と 3 月 9 日に流下延長 2 km
以上の性質の異なる大規模な雪崩が 2 回発生した。
その雪崩の現地調査結果を示す。 






た。2 月 13 日の雪崩は道路下のダム湖上を流下しさ
らに，対岸に乗り上げていた（図-15）。ダム湖には
雪崩による倒木やデブリが湖面に浮かんだ状態であ



















図-16  2回目の雪崩の発生状況（2018年3月11日調査) 
 
(2) 気象・積雪状況 
























































対応が行われた。3 月 1 日には強い雨や風をともな

















































































































写真-7  積雪に乗り上げて堆積したデブリ（辺別川） 
 
7.3 今後の課題 
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